
議
案
第
48
号

問　

繰
越
金
の
増
加
は
。

答　

経
済
対
策
な
ど
国
の

施
策
に
よ
る
年
度
途
中
に

行
う
状
況
や
石
部
駅
周
辺

整
備
事
業
の
多
額
の
繰
り

越
し
で
す
。

問　

ホ
ー
ル
主
催
事
業
入

場
料
が
予
算
見
込
よ
り

４
２
３
％
の
理
由
は
。

答　

入
場
数
３
０
０
名
以

上
は
６
事
業
。
今
後
も
市

民
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
つ
か

み
事
業
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

防
災
士
育
成
事
業
負

担
金
の
不
用
額
の
理
由
と

地
域
と
の
連
携
は
。

答　

防
災
士
の
育
成
数
は

地
域
差
が
あ
り
ま
す
。
地

域
防
災
力
向
上
の
た
め

に
、
推
薦
し
て
下
さ
い
と

区
・
自
治
会
・
ま
ち
協
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
毎
年
度
30

名
の
予
算
で
す
が
、
５
年

度
は
19
名
の
要
請
に
留
ま

付託案件　８件

決算
常任委員会

り
ま
し
た
。
湖
南
市
防
災

士
連
絡
会
は
、
情
報
共
有
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

地
域
に
還
元
す
る
組
織
の

見
直
し
や
地
区
防
災
計
画

の
策
定
、
地
域
の
防
災
力

向
上
を
検
討
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
市
も
入
り
、

助
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

道
路
維
持
補
修
事
業

で
要
望
に
応
え
き
れ
て
い

な
い
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
お

金
な
の
か
、
人
的
リ
ソ
ー

ス
な
の
か
。

答　

４
１
５
件
の
要
望
す

べ
て
で
は
な
い
が
、
あ
る

一
定
、
区
・
自
治
会
等
と

同
意
の
上
で
進
め
る
中
で
、

ほ
ぼ
満
足
い
た
だ
け
る
結

果
だ
と
思
い
ま
す
が
、
人

員
不
足
に
よ
り
工
事
の
実

施
が
進
め
ら
れ
な
い
箇
所

も
あ
り
ま
し
た
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

高
齢
者
無
料
乗
車
券
の
配

付
、
利
用
枚
数
の
増
え
た

理
由
は
。

答　

両
庁
舎
で
直
接
申
請

は
即
日
交
付
。
各
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
申
請

は
時
間
が
か
か
る
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
年

間
約
70
件
申
請
が
あ
り
増

加
と
周
知
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
ソ
フ
ト
面
で
加
配
対

応
は
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ー

ド
面
に
つ
い
て
は
。

答　

施
設
面
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
各
学
校
か
ら
要
望

が
あ
る
の
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
す
。
大
規
模
改
修
、

改
築
工
事
を
し
た
学
校
は
、

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

３
万
円
給
付
と
７
万

円
給
付
世
帯
の
差
と
そ
の

後
の
対
策
に
つ
い
て
は
。

答　

未
申

請
の
方
に

は
、
広
報

な
ど
で
案

内
は
し
ま

し
た
が
、

期
限
の
あ

る
事
業
な

の
で
、
支

給
が
で
き

て
い
な
い

方
も
お
ら

れ
ま
す
。

問　

こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
委
託

の
成
果
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

２
３
０
０
部
の
活
用
は
。

答　

令
和
５
年
度
は
１
カ

所
で
延
べ
２
９
０
人
の
利

用
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
つ

か
み
、
令
和
６
年
度
は

２
ヶ
所
で
事
業
を
実
施
。

来
年
度
以
降
、
４
中
学
校

区
に
１
ヶ
所
ず
つ
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
各
区
に
配

布
し
て
、
今
年
度
、
菩
提

寺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

取
り
組
み
と
し
て
、
夏
休

み
の
こ
ど
も
の
居
場
所
事

業
を
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
き
ま
し
た
。
そ
の
他
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
、
区
自

治
会
館
を
開
放
し
て
い
け

な
い
か
と
い
う
相
談
も
あ

り
ま
す
。
夏
休
み
に
限
ら

ず
、
自
治
会
館
や
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
開
放
な

ど
の
取
り
組
み
に
、
市
が

支
援
し
て
い
く
指
針
を
今

後
検
討
し
ま
す
。

反
対
討
論

　
正
規
職
員
が
減
少
、
休

職
者
の
増
加
も
影
響
し
、

時
間
外
勤
務
は
増
加
状
況
。

多
く
の
仕
事
を
会
計
年
度

任
用
職
員
に
支
え
ら
れ
て

い
る
現
実
。
事
務
処
理
ミ

ス
の
公
表
が
頻
繁
。
適
正

な
職
員
配
置
や
再
発
防
止

の
た
め
の
複
数
チ
ェ
ッ
ク

等
に
も
留
意
頂
き
た
い
。

国
が
推
し
進
め
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
情
報
が
一
元
化
さ
れ
、

リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
推
し
進

め
る
も
の
で
な
い
。

　
直
営
運
営
に
戻
さ
れ
た

文
化
ホ
ー
ル
事
業
は
、
利

用
者
が
増
え
、
文
化
に
触

れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
が
、
設
備

面
で
は
問
題
山
積
み
で
す
。

令
和
５
年
度
末
で
、
あ
い

の
り
こ
な
ん
の
実
証
実
験

が
終
了
し
、
そ
の
実
証
結

果
も
市
民
に
知
ら
さ
れ
な

い
ま
ま
、
コ
ミ
バ
ス
運
行

便
の
大
幅
な
減
便
、
市
民

不
在
の
事
業
が
見
受
け
ら

れ
る
た
め
決
算
の
認
定
は

否
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
５
類
に
移
行
さ

れ
、
よ
う
や
く
普
段
の
生

活
、
社
会
生
活
に
戻
り
つ

つ
、
市
民
活
動
に
お
い
て

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
が
復

活
し
、
活
気
が
戻
り
つ
つ

あ
る
中
、
石
部
駅
周
辺
整

備
を
は
じ
め
と
し
た
大
型

事
業
や
生
活
密
着
の
認
定

こ
ど
も
園
、
高
齢
化
対
策
、

障
が
い
福
祉
、
道
路
維
持
、

コ
ミ
バ
ス
運
行
等
の
事
業

も
着
実
に
推
進
。
今
後
も

地
域
経
済
が
よ
り
活
性
化

す
る
よ
う
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

可
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
49
号 

問　

特
定
健
診
の
受
診
率

目
標
値
60
％
に
対
し
て
、

43
．２
％
、
啓
発
は
。

答　

特
定
健
診
で
心
電
図

も
行
っ
て
い
る
啓
発
と
毎

年
の
受
診
が
最
大
の
予
防
。

保
健
指
導
な
ど
の
周
知
の

強
化
を
行
い
ま
す
。

反
対
討
論

　
子
ど
も
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
保
険
税
が
上
が

る
と
い
う
仕
組
み
を
変
え

て
い
く
た
め
に
も
、
国
の

支
援
金
を
増
や
す
。
県
の

統
一
化
で
は
、
保
険
税
が

ど
の
市
町
も
上
が
る
と
い

う
状
況
で
あ
り
否
と
し
ま

す
。

賛
成
討
論

　
収
納
率
や
特
定
健
診
の

受
診
率
の
向
上
な
ど
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
原
因
を

考
え
、
実
際
に
動
か
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
可
と

し
ま
す
。賛

成
多
数
で
認
定

給付額 非課税世帯 給付世帯 執行率
3万円 4015 3083 94.70%
7万円 4037 3882 96.30%

（82世帯6年度繰り越し)

湖南市議会だより 8

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
報
告


